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※施設の周辺には、マンション等が建設されており住宅地となっています。

3市共同資源物処理施設整備用地
住所：東京都東大和市桜が丘2丁目122－2
面積：4,311.64㎡　用途地域：工業地域
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基本構想とは
　小平市、東大和市、武蔵村山市及び小平・村山・
大和衛生組合の４団体では、平成15年度から、３
市地域の循環型社会の形成を目指し、資源を含む
廃棄物処理の将来の方向性を決めるため、３市共
同資源化事業を進めていますが、この度、３市共同
資源化事業基本構想（案）がまとまりました。
　この基本構想（案）は、平成33年度のごみ焼却施
設の更新を視野に入れ、ソフト面では、廃棄物の減
量施策や３市の資源化基準の統一、ハード面では、
３市共同資源物処理施設の新設と粗大ごみ処理施
設の更新を内容とする３市共同資源化事業の全体
像を示すものです。

　今後、４団体では、この基本構想（案）を基に、地
域住民や３市市民へ説明し、市民意見の反映等を
行って、基本構想を策定し、循環型社会の形成に向
けた取組みを共同で推進していきます。

主な内容
　基本構想（案）の主な内容については下記のとお
りです。
１　基本構想策定にあたって（構想策定の目的、基
本構想の位置づけ、基本方針） 
２　基本構想の基本的な事項（基本事項、基本的な
方向）
３　一般廃棄物処理の現状と将来予測（ごみ量の実
績、資源化基準及び３Ｒ施策の現状、中間処理施設
の現状、最終処分施設、廃棄物発生量の将来予測）
４　３市共同の資源化に向けて（共同化に向けた
課題や配慮事項、共通施策の設定、３Ｒ施策の推
進、今後のごみ処理の方向性、ごみ処理施設の計
画的更新、事業スケジュール） 
５　３市共同資源物処理施設整備基本計画（基本
事項、施設概要、プラザ機能等、環境保全計画、災
害対策計画、配置・動線計画、建設・運営計画、施
設整備に伴う調査等、事業スケジュール）
※ 　基本構想（案）の詳細は、平成26年６月16日か
ら、３市の清掃担当課及び衛生組合で閲覧でき
るほか、ホームページに掲載しておりますので
ご覧ください。

～資源循環型社会を目指して～
3市共同資源化事業基本構想（案）がまとまりました

基本構想（案）の主な内容

3市共同資源物処理施設整備基本計画（案）
　3市共同資源物処理施設は、3市の将来にわたる廃棄物処理を
安定的に実施するため、また、不燃・粗大ごみ処理施設の整備、今
後のごみ焼却施設の更新という喫緊の課題に取り組んでいくた
めに、3市のごみ処理の枠組みの中で重要な位置づけにあり、市
民生活に必要不可欠な施設として3市が共同して整備を進める施
設です。
　施設の概要については、下記のとおりです。

1 施設概要
■施設名称：3市共同資源物処理施設
■処理方法：手選別・圧縮梱包
■処理能力：24t／日（容器包装プラスチック：17t／日、ペットボトル：7t／日）
■建築面積：約2,500㎡
■延床面積：約4,900㎡
■建物高さ：約24m
■構　　造：地上3階構造（地下ピット有り）
■操業時間：午前8時～午後5時（月～金曜日）
■緑化面積：屋上部　約560㎡　地上部　約550㎡

3 今後のスケジュール

基本構想（案）に対する意見の募集及び意見交換会を行います
1 基本構想（案）に対する意見の募集について
　3市共同資源化事業基本構想（案）に対する皆さんのご意見を募集します。
　募集期間等については、下記のとおりです。
■募集期間：平成26年6月16日（月）から7月15日（火）まで
■提 出 先：3市担当課（小平市ごみ減量対策課・東大和市ごみ対策課・武蔵村山市環境課）及び小平・村山・大和衛生組合計画課まで
■提出方法：持参、送付、ファクシミリ、電子メール（※様式は問いません）
■問 合 せ：小平・村山・大和衛生組合計画課　住所：〒187-0033 小平市中島町2-1

電話：042（341）4345　FAX：042（343）5374　メール：info@kmy-eiseikumiai.jp

2 意見交換会の開催
　皆さんからのご意見を直接伺う意見交換会を開催します。日程は、下表のとおりです。各会場とも、どなたでも参加できます。当日
会場へお越しください。※基本構想（案）は、平成26年6月16日から、3市の担当課及び組合で閲覧できるほか、ホームページでも
ご覧になれます。

発行　小平・村山・大和衛生組合
（小平・村山・大和衛生組合は、小平市、東大和市、武蔵村山市の3市の市民生活から出るごみを処理する清掃工場
を管理運営する一部事務組合（特別地方公共団体）です。）

〒187-0033　東京都小平市中島町2番1号　TEL／042-341-4345　FAX／042-343-5374　平成26年6月発行

市 小平市 東大和市 武蔵村山市

日時 平成26年6月26日（木）　午後7時から 平成26年6月28日（土）　午前10時から 平成26年6月28日（土）　午後2時から

場所
小平市中央公民館　講座室2
（小平市小川町2-1325）

東大和市中央公民館　ホール
（東大和市中央3-926）

武蔵村山市役所4階
中部地区会館401大集会室
（武蔵村山市本町1-1-1）

問
合
せ

担当課 小平市ごみ減量対策課 東大和市ごみ対策課 武蔵村山市環境課

住　所 〒187-8701　小平市小川町2-1333 〒207-8585　東大和市中央3-930 〒208-8501　武蔵村山市本町1-1-1

電　話 042（346）9535 042（563）2111 042（565）1111

FAX 042（346）9555 042（563）5931 042（563）0803

メール gomi-genryo@city.kodaira.lg.jp gomigenryou@city.higashiyamato.lg.jp gomi-g@city.musashimurayama.lg.jp

区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

調査・計画期間

建設
工事

設計
期間
建設
期間

稼　働

2 施設全体予想図

4 施設整備用地

gomi-g@city.musashimurayama.lg.jpgomi-g@city.musashimurayama.lg.jpgomi-g@city.musashimurayama.lg.jpgomi-g@city.musashimurayama.lg.jpgomi-g@city.musashimurayama.lg.jpgomi-g@city.musashimurayama.lg.jp

（小平・村山・大和衛生組合は、小平市、東大和市、武蔵村山市の3市の市民生活から出るごみを処理する清掃工場
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○ごみの減量や出し方について…小平市ごみ減量対策課　☎042-346-9535／東大和市ごみ対策課　☎042-563-2111（代表）／武蔵村山市環境課　☎042-565-1111（代表）○ごみ処理の見学や質問について…小平・村山・大和衛生組合　☎042-341-4345

～小平市、東大和市、武蔵村山市及び小平・村山・大和衛生組合で進めている
3市共同資源化事業基本構想（案）について説明します～

基本構想の策定にあたって
　基本構想は、「循環型社会形成推進基本法」等の関係法令や、3市が長期的、総合
的視点に立って、計画的なごみ処理の推進を図るための基本方針として定める
「一般廃棄物処理基本計画」等を踏まえ策定するものです。
　基本構想の内容は、小平市、東大和市及び武蔵村山市の3市地域を対象地域と
し、3市共同による資源化を行う施設、ごみ処理施設等について、中・長期的な方
向を定めるものです。
　基本構想の計画期間は、平成26年度から平成35年度までの10年間としています。

１ 策定の目的
（1）3市共同資源化事業の枠組の明確化
　基本構想は、3市及び組合が目指すべき将来の廃棄物処理事業について、その
骨格を取りまとめるとともに、3市地域の望ましい循環型社会の形成に向けた、
3市共同資源化事業の全体像を示すものです。
（2）減量化・資源化施策の方向の明示
　循環型社会の実現を目指し、廃棄物の減量化・資源化施策について、3市地域
共通の目標と共同で実施する施策の方向を示すものです。
（3）施設整備の基本的事項の取りまとめ
　現在、3市の資源化を行う施設は、老朽化などの課題があります。また、組合の
ごみ焼却施設、粗大ごみと燃えないごみを処理する粗大ごみ処理施設は、老朽化
とともに旧式化しており、早急に更新等を検討しなければならない状況にありま
す。ごみの資源化や処理・処分に必要不可欠な施設などについて、整備に向けた基
本的事項を定めます。

２ 基本方針
（1）循環型社会の形成推進
　廃棄物の適正な循環的利用や処分を行うためには、地域の社会的、地理的な特
性を考慮した上で適正な規模の施設を確保して、広域的な処理を行うことが有効
であることから、3市地域の広域的協調により、3R施策の一層の徹底を図り、ご
みの減量化と循環的利用を推進します。
（2）計画的な施設整備
　ごみ処理施設や資源化を行う施設は、廃棄物処理を安定的に実施するために必
要不可欠な施設として一体的・総合的に検討します。
　また、合理的な施設として計画的に整備し、発生するごみの適正処理の推進に
努めます。
（3）環境負荷の低減
　ごみの発生・排出抑制施策の強化を図り、資源化を行
う施設の整備やごみ処理施設の更新にあたっては、確立
された最新技術の効果的導入を図るなど、総合的な環境
負荷の低減を図ります。

3市共同資源化に向けて
１ 共同化に向けた施策
　3市の一般廃棄物処理基本計画の内容を踏まえ、次のとおり3市共通の施策を設定します。
3市の共通施策

２ 3R施策の推進
（1）発生・排出抑制
　3R施策のなかで、最も重視されるのはリデュース（発生抑制）に係る施策であり、ごみそのものの発生を抑制する
主体は消費者である市民です。そのため市民の消費行動がごみや環境に、より配慮したものに変わってゆくことが
求められています。今後も、それぞれの市の施策のより一層の推進を図るとともに、3市共同で実施することでより
高い効果を得ることができると考えられる、次の事業や施策を検討します。
　①環境学習機能を有する施設の整備　②出前説明会等を実施する組織の検討
（2）事業系ごみ対策
　事業系ごみについては、既に3市それぞれで有料化が導入されていますが、3市の各料金設定や徴収方法と、排出
量の実態による結果を相対的に検証し、より効果が得られるよう現在の制度等の見直しを検討します。
（3）資源化の推進
①資源化基準の統一
　容リプラ及びペットボトルの資源化を推進すると
ともに、ごみを含めた排出物の資源化基準について
は、3市で3市共同資源物処理施設の稼働時期を目途
に統一を図ります。また、継続して資源化を行う中期
的なプラスチック類（ペットボトルを除く）の分別基
準統一の基本的な考え方や分別区分を、表のとおり
とします。
②集団・店頭回収の拡充
　集団・店頭回収の拡充は、民間主体による資源化の
拡充であり、資源化に係る行政関与の低減を図るこ
とのできる重要な施策といえます。また、集団回収に
は行政回収と比較して財政的な効果も見込めます。
そのため、自治会や子ども会、PTAなどへの積極的
な啓発活動を進め、集団回収の実施団体の育成や組織の拡大、店頭回収拡充に向けた販売店との連携体制の強化な
どに向け、3市全域での連携により、効果的な施策・事業を検討し、実施します。
（4）自主的なごみ減量に対する支援
　ごみ問題や環境問題に関心を持ち、自らごみの減量を実践している市民やNPO等の団体も多くあります。これら
の活動の広域的連携を図り、団体等への支援の充実と、活動の場の提供を検討します。

3 今後のごみ処理の方向性について
 　3市共同資源物処理施設、不燃・粗大ご
み処理施設、ごみ焼却施設の整備につい
て、一体的・総合的に検討し、合理的な施
設として計画的に整備していきます。
　また、その他の方向性については、以下
のとおりとします。
（1）資源物の処理
　容リプラとペットボトルは、共同処理を
行っていくものとし、3市共同資源物処理
施設は、市民生活に必要不可欠な施設とし
て、3市が共同して公設で整備を進めます。
（2）不燃・粗大ごみの処理
　今後も現状の共同処理体制を継続するものとし、早急に施設の整備・更
新の計画に着手します。粗大ごみ処理施設の更新等を行なう用地は、組合
用地に隣接する小平市清掃事務所用地とします。
（3）可燃ごみの処理
　今後も現状の共同処理体制を継続するものとし、３Ｒ施策の進捗状況や
３市共同資源物処理施設の整備及び不燃・粗大ごみ処理施設の更新事業
と連携し、更新の方向を取りまとめた提案図書の作成に着手します。
　整備用地は、組合用地を基本とし、市民意見等を考慮しつつ３市と組合
の協議において施設の姿や機能、更新スケジュールを検討します。
（4）ごみの分別区分・収集方法の統一
①収集方式（戸別、ステーション）は、一致した方式の採用に向けた検討を
継続します。
②容リプラ及びペットボトルは、それぞれ単独の収集区分とします。
③収集（回収）容器は、施設の稼働時期に合わせて、袋収集とします。
④収集運搬体制は、ごみ量が特定の日や曜日に集中しないように新たな地
区割を検討します。

Ｑ-１　 なぜ３市共同資源化事業を行なうこと
になったのですか

Ａ-１　循環型社会に向けた３Ｒ（リデュース
「発生抑制」、リユース「再使用」、リサイクル「再
生利用」）を、より一層進めていくためには、３
市のリサイクルを含めたごみ処理事業を共同
で推進する必要があるためです。
　また、共同処理とすることにより、施設の規
模を大きくすることが可能となり、市単独の施
設と比べて、高度な環境対策設備を導入するこ
とができます。

Ｑ-２　 焼却し、熱回収する方が合理的ではない
ですか

Ａ-２　３市と組合は、焼却するごみの量を減ら
すことを基本に、容器包装リサイクル法に基づ
いた、プラスチック製容器包装とペットボトル
の資源化を行う方法を選択しました。
　容器包装リサイクル法は、家庭から出るごみ
の6割（容積比）を占める容器包装廃棄物を資源
として有効利用することにより、ごみの減量化
を図ることを目的にしています。すべての人々
がそれぞれの立場でリサイクルの役割を担う
ということがこの法律の基本理念であり、消費
者は分別排出、市町村は分別収集、事業者は再
商品化を行うことが役割となっています。

Ｑ-３　 プラスチックごみは増えていないので
はないですか

Ａ-３　容器や包装の薄肉化や詰め替え容器の
普及など、重量ベースでは減少傾向にありま
す。しかし、プラスチックは軽い、加工しやすい
などの特徴により、容器や包装材として広く利
用されています。
　今後とも利用範囲が増えることが見込まれ
ることから、総排出物に占め
る容積は増加していくものと
考えています。

Ｑ-４　焼却施設の更新と関連があるのですか
Ａ-４　ごみや資源は、収集・運搬、資源化、破砕
や焼却など（中間処理）の、一連の流れの中で減量
化、無害化、安定化され最終処分されています。
　３市共同資源化事業では、処理しなければ
ならないごみを減らすことも目的のひとつと
なっており、ごみ処理システムを循環型社会に
ふさわしいシステムとすることとしています。
　３市共同資源物処理施設、不燃・粗大ごみ処
理施設及びごみ焼却施設（＝３施設）は、相互の
関係性が強く、循環型社会にふさわしいシステ
ムにしていくために必要な機能などを一体的
に検討し、３施設それぞれの役割などを総合的
に調整し計画する必要があります。

Ｑ-５　周辺環境への対策は、どうなっていますか
Ａ-５　道路交通対策としては、敷地内に車両待
機スペースを確保し、搬出入車両が、公道に停
車（待機）しないようにします。
　資源物の受け入れや資源物の分別・圧縮・梱
包、搬出作業は、全て室（施設）内で行えるよう
に計画し、騒音・振動等を防止します。
　また、施設内の臭気や揮発性有機化合物（Ｖ
ＯＣ）は、吸着や酸化分解など複数の方式を組
み合わせた除去設備を設置し、周辺環境に影響
を与えない濃度に処理し、排気します。

3市共同による3R施策の推進
・ 循環型社会を目指して資源化基準の統一
を図るとともに、3市地域が協調し、ご
み減量化施策の強化・拡充を図ります。

施策1
安定した資源の循環的利用の促進
・ 新たに3市共同資源物処理施設を整備し、容リプラ※及び
ペットボトルの安定的な資源化を推進します。
※容リプラ…プラスチック製容器包装

施策2
ごみ処理施設の計画的更新
・ 3市地域のごみ処理システムを、循環型社会にふさわしいシステムに変革する
ため、3市共同資源物処理施設と併せて、老朽化・旧式化した粗大ごみ処理施設
及びごみ焼却施設を一体的・総合的に検討し更新するための事務に着手します。

施策3

表〈プラスチック類の分別基準統一の基本的な考え方及び分別区分〉

基本的な考え方

①容リプラは、指定法人ルートによる資源化を推進し
ます。
②容リプラを除くプラスチック（製品プラスチック）の
リサイクルを推進します。
③①、②を除くプラスチック類は、焼却処理とします。
④複合材料のものや大きさから焼却処理に支障のある
ものは、前処理として破砕及び選別を行います。
種別 資源 可燃 不燃 粗大

プラスチック製
容器包装

きれいなもの ○
汚れの落とせないもの ○
ペットボトルのキャップ ○

その他
プラスチック製品

金属などの複合製品 ○
最も長い辺の長さが50cm以上 ○
最も長い辺の長さが50cm未満 ○

Q&A


